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気持ちいいね

主I6月議会リポート

自| 東山地区に健康の森など計画 2・3

容|高額療養費の支給が変わりましだ…………4
巨木調査結果、大六のけやきが県2位に…6
祇園祭り ア月22日.23日に………………8
カメラレポ………………………………10・竹
市民ガイド・・・・..............................・・12""'14

-保育園でプール聞き

「冷た~いJ i気持ちいいよ」などと大

はしゃぎ…。先月14日、神科第一保育園

でプール聞きが行われ、約80人の園児が

水遊び、を楽しみました。リズム室で準備

体操をした後、プールサイドで2人の園

児代表が「プール遊び、をします」と宣言。

笑顔と水しぶきが飛びかいました。

市民の動き(6月1日現在)総人口118，669人(+73)/世帯数38，389(十88) ( )内は前月比です。



市
長
提
案
説
明

* 

東
山
地
区
に
健
康
の
森
、

- 切消議闇膏日E ‘ 、一、弘、¥ 

北小前がフラワーロードに(上田駅大星線)

ゴ
ノレ

フ
場
な
ど
計
画

土
木
• 
農
林
な
ど
重
点
に
補
正

6月定例市議会が、 6月 6日から21日ま

で 16日間の会期で聞かれ ました。今回は、

平成元年度一般会計補正予算、国民健康保

険税条例の一部改正、固定資産評価審査委

員の選任な ど23議案が審議され、 すべて可

決・ 承認さ れま した。市長提案説明の要旨

と議会で決まった主な内容について紹介し

ます。

6月市議会で決まった元年度予算

補 正 予 算 額

一般会計 4億2，595万7千円

特別会計 3，039万7千円

予 算 客頁

一般会計 227億九658万3千円

特別会計 123億6，221万5千円

市
長
提
案
説
明

上
回
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク

(特別会計には産院事業も含む)

マ
東
山
国
有
林
の
活
用

長
期
基
本
構
想
を
基
底
と
し
た
東

山
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
本
構

想
を
作
成
中
で
、
森
林
と
運
動
公
園

と
の
一
体
的
な
整
備
を
進
め
る
た
め

の
健
康
の
森
や
文
化
の
森
、

ゴ
ル
フ

場
な
ど
の
ゾ

l
ン
づ
く
り
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、

青
少
年
育
成
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、

自
然
と
人
と
が
調
和
し
た
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
場
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

マ
東
塩
田
林
間
工
業
団
地

立
地
企
業
の
順
調
な
操
業
活
動
な

ど
工
業
団
地
の
威
容
も
備
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
企
業
か
ら
立

地
や
拡
張
の
希
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

林
間
工
業
団
地
第
二
期
分
と
し
て
約

十
四
・
一

h
の
造
成
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

マ
上
田
リ
サ
ー
チ
パ

i
ク
の
建
設

す
で
に
大
方
の
皆
様
か
ら
用
地
買

収
の
契
約
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

早
期
に
造
成
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。
地
元
自
治
会
、
地

権
者
な
ど
関
係
す
る
皆
様
の
ご
理
解
、

【2]

東塩田林間工業団地の第2期予定地

7 7. 広報うえだ1.

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

上
信
越
自
動
車
道

六
月
二
日
、
市
議
会
な
ら
び
に
市

農
協
高
速
道
対
策
委
員
会
に
、
設
計

協
議
用
図
面
が
提
示
き
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
設
計
協
議
は
、
将

来
に
向
け
て
大
変
重
要
な
事
項
で
す
。

地
元
要
望
や
市
の
意
向
を
高
速
道
路

の
設
計
に
反
映
き

せ
る
よ
う
日
本
道

路
公
団
に
要
請
を
行
い
ま
す
が
、
要

望
事
項
に
は
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
道
路
網
の
整
備

上
田
・
篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
や
干
曲

川
左
岸
地
域
の
外
環
状
道
路
、
上
田

バ
イ
パ
ス
二
期
工
区
分
な
ど
主
要
幹

線
道
路
が
早
期
に
着
工
で
き
る
よ
う

強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
高
速
自



一
動
車
道
建
設
に
伴
う
ア
ク
セ
ス
道
路

一
や
日
常
生
活
に
直
結
す
る
生
活
道
路

一
に
も
改
良
や
整
備
を
行
い
ま
す
。

問

一

室
内
プ
ー
ル
の
建
設

J

-

歳
一
一
〉
下
水
道
マ
ッ
プ
の
作
成

側

一

現
在
、
市
街
地
で
は
公
共
下
水
道

六
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資
産

一
計
画
に
よ
る
整
備
を
行
い
、
農
村
地

評
価
審
査
委
員
に
山
浦
盛
一
さ
ん
が
、

一
城
で
は
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り

市
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
(
再
)
き

一
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
地
域
を

れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
。

一
対
象
に
し
た
計
画
が
あ
り
ま
せ
ん
の

略
歴
:
・
満
州
国
立
大
学
ハ
ル

ビ
ン

一
で
、
全
地
域
の
排
水
処
理
計
画
を
つ

学
院
卒
、
上
田
信
用
金
庫
代
表
理
事
・

一
く
る
た
め
の
下
水
道
マ

ッ
プ
を
作
成

常
務
、
東
京
精
電
側
相
談
役
、
固
定

一
し
、
計
画
的
に
下
水
道
の
整
備
を
進

資
産
評
価
審
査
委
員

一
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

山
浦
盛
一
さ
ん

1，180万円

主な使いみち

|衛生 |
*合併処理浄化槽設置事業補助金・・・・・

|農林水産業J
*特定地域農業振興総合対策事業補助金(農機具、

農業用施設整備への助成)ー・・・・・・・・・・・・・ 1，420万円

*新農構泉田地区整備事業補助金(花き栽培用ハ

ウス整備への助成)ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1，911万円

*東塩田林間工業団地第二期造成事業実施設計委

託 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1，440万円

|土木|

|商工|

マ
室
内
プ

l
ル
の
建
設

七
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
計
画
。
塩
尻
地
区
の
現
地
で
測
量

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
事
業
着

手
に
向
け
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計

に
取
り
組
み
ま
す
。
同
プ
ー

ル
は
、

四
季
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
の
場
と

し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

利
用

で
き
る
新
感
覚
な
構
想
を
取
り

入
れ
て
建
設
す
る
予
定
で
す
。

主
な
条
例
の
改
正

-
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

*上田駅大星線改良事業・・・・・・一..........5，766万円

*大手町下郷線改良事業.........一.......1億840万円

*フラワ一口ード整備事業(上田駅大星線の北小

学校前の歩道に花壇を設置)・..............500万円

*高速道予定地内の代替宅地取得資金利子補給事

業・・・・・・・・・.........，...............................・・44万円

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
、
軽
減
基
準
額
の
改

正
な
ど
所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

意

見

書

次
の
意
見
書
が
、
今
回
の
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

-
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進
に
関
す

る
意
見
書

「
い
に
し
え
の
丘
」
と
し
て
整
備

予
定
の
他
国
塚
古
墳
周
辺

|教育|

*アートロード野外彫刻展・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 143万円

* Iいにしえの丘」整備設計委託(リサーチパーク
内の古墳群の一部を古墳公園に)一.•.• ...300万円

それは献血一愛あなたの考えを市政提言電話へ
ニコサンキュ-

fi25-2539 (留守番電話) 7月は愛の血液助け合い運動

夏は血液が

不足します。

山 白企
山一一.・.… m ;.: 
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叩
U 
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川
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市政に対する建設的なご意

見、ご提案をお寄せくださし、。

電話の開設時間は、午前9時

から午後8時まで。
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月
診
療
分
か
ら

適度な運動を取り入れるなどして、病気にかからない生活

習慣を身につけることも大切

変
わ
り
ま
し
た

高
額
療
養
費
の
支
給
基
準

-問い合わせ

国保年金課〈内線1362・1363)

病
気
や
け
が
で
あ
医
者
さ
ん
に
か

か
り
、
医
療
費
ガ
高
額
に
な
っ
だ
場

合
、
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
受
給
基
準
ガ
六
月
一
日
診
療
分

か
ら
¥
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
だ

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
己
負
担
額
が
五
万
七

千
円
を
越
え
た
と
き

同
じ
人
が
、
同
じ
月
内
に
同
じ
病

院
で
(
入
院
と
通
院
は
別
)
五
万
七

千
円
以
上
(
五
月
診
療
分
ま
で
は
五

万
四
千
円
)
の
自
己
負
担
金
を
支
払

っ
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
そ
の
超
え

た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ

い
て
は
、
三
万
一
千
八
百
円
(
五
月

診
療
分
ま
で
は
三
万
円
)
を
越
え
た

分
に
つ
い
て
、
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
す
。高

額
療
養
費
の
支
払
い
が

年
四
回
以
上
あ
っ
た
と
き

過
去
十
二
か
月
以
内
に
、
閉
じ
世

帯
で
四
回
以
上
の
高
額
療
養
費
の
支

給
を
受
け
た
場
合
、
四
回
目
以
降
は

一
か
月
三
万
三
千
円
(
五
月
診
療
分

ま
で
は
三
万
円
)
を
越
え
た
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ

い
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
(
五
月

診
療
分
ま
で
は
二
万
一
千
円
)
を
越

え
た
分
に
つ
い
て
支
給
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

一
か
月
の
負
担
額
三
万
円

以
上
を
二
回
支
払
っ
た
と
き

(
世
帯
合
算
の
場
合
)

同
じ
世
帯
で
同
じ
月
内
に
三
万
円

以
上
の
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
人

が
二
人
以
上
い
て
、
そ
の
額
を
合
算

し
之
五
万
七
千
円
(
五
月
診
療
分
ま

で
は
五
万
四
千
円
)
を
超
え
た
と
き

は
、
そ
の
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま

す。
な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ

い
て
は
、
同
じ
月
内
に
二
万
一
千
円

以
上
の
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
人

が
二
人
以
上
い
て
、
そ
の
額
を
合
算

し
て
三
万
一
千
八
百
円
(
五
月
診
療

分
ま
で
は
三
万
円
)
を
超
え
た
と
き

は
、
そ
の
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

長
期
高
額
療
養
者
の

負
担
額
は

血
友
病
ま
た
は
慢
性
腎
不
全
の
場

合
、
自
己
負
担
額
は
一
か
月
一
万
円

ま
で
で
す
。

申
請
方
法

【4]7 

市
役
所
国
保
年
金
課
の
窓
口
ま
た

は
支
所
の
窓
口
で
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
(
印
鑑
・
領
収
書
が

必
要
)。

7. 広報うえだ1. 

支
給
に
な
る
た
め
の
条
件

①月のT白から月末まで、

つまり暦月ごとの受診

について計算。翌月に

まだがる場合は別計算。

③総合病院の各診療料で

の医療費は、それぞれ

別計算。

⑤一つの病院・診療所で

も、通院と入院は別計

算。

②2つ以上の病院・診療

所にかかつだ場合、そ

れぞれの病院・診療所

の医療費は別計算。

④同じ病院で、内科など

と歯科がある場合、歯

科は別計算。

⑤保険ガきかない差額べ

ツド料や基準看護の病

院に入院しだときの伺

き添い看護料などは、

支給の対象外。

!③Qt宍
h 目，<，.，.マJ

r.、ニニ=二ご1

¥¥. 



-納期はア月から翌3月まで
今年度の保険税の納期は、 7月から来

年 3月まで(9回)です。今月中に納税

通知書をお送りしますので、必ず期日ま

でに納めるよう、ご協力くださし、。

-納税義務者は世帯主

保険税の納税義務者は世帯主です。世

帯主が国保に加入して

いなくても、家族の中

に加入 してい る人がい

れば¥納税通知書は世

帯主に送られることに

なります。

-年の途中の加入・脱退
年の途中で国保の加入・脱退があった場合

は、加入していた月数に応じて計算すること

になっています。このときの計算は、届け出

た月からではなく、国保の加入や脱退の事実

があった月からになります。

-保険税を滞納すると

災害など政令で定める特

別な事情のないのに保険税

を滞納すると、保険証を返

していただ く場合がありま

す(納税相談は収税課へ)。

， :t1_ 1. 一酒田E

L ・-~ I~. ~ 保険税納税通知書は
r 、、，，~，I ¥Aー-、
，‘・ r‘ー""'J..，-‘ 
、.ムF ・ ~ k)'t 車三~、 ~・・・司 ‘f ・~;.~n 、:'..tIit.園町、、 'o'，u.，. 

-保険税は医療費に

保険税は、医療費の支払いという特定

の目的のためにすべて使います。したが

って、市民税などのように所得のあるか

ただけから納めていただけばよい、とい

うのではなく、お年寄りや身体障害者、

母子家庭のかたなどであっても、応分に

負担していただくことになっています。

所得申告の済んでいる世帯て¥

一定の所得額以下の場合は、減

額制度が適用きれ、別表で計算

した額③が減額されます。

なお、大正13年 1月 1日以前

に生まれたかたの公的年金の所

得からは、 15万円を控除した額

で判定します。

[ 5] 広報うえだ1.7. 1 

軽減の種類

6割軽減

4割軽減

今月中にお届けします

-保険税の計算 (最高限度額は42万円)

|所得割額 トー 加入者|人ひとりの「前

+ 年所得」 ③ X7.4%
|資産割額 卜・・ 加入者の土地 ・建物に

+ 
かかる固定資産税額

X40% 

|均等割額 トー 加入者 |人当たり年間

+ 10，500円
|平等割額トー|世帯につき、11，000円

(年間)

③扶養控除などの所得控除はしないで、基礎控除のみを
した額です。

軽減の条件 軽減額③

均等割(1人当たり)

世帯の所得合計額が28万円以 6，300円

下の場合 平等割(1世帯当たり)

6，600円

世帯の合計所得額が、 28万円 均等割(1人当たり)

と世帯主を除く国保加入者数 4，200円

に21万5千円を乗じた額を加 平等割(1世帯当たり)

えた額以下の場合 4，400円



圃・

環
境
庁
は
六
月
十
六
日
、
「
巨
樹
・

巨
木
林
調
査
結
果
速
報
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
市
内
で
は
石

神
の
「
大
六
の
け
や
き
」
が
県
下
二

位
、
岩
下
の
「
天
神
宮
の
け
や
き
」

が
五
位
と
、
ベ
ス
卜
五
に
二
本
も
入

り
ま
し
た
。
県
下
一
位
は
下
伊
那
郡

根
羽
村
の
「
月
瀬
の
大
ス
ギ
」
(
幹

周
十
三
・
七
玉
川
)
で
し
た
。
※
幹

周
は
地
上
か
ら
一
・
三

川
で
計
測
。

調
査
結
果
・
環
境
庁品
切
天
神
宮
の
け
や
き

大
六
の
け
や
き(石
神
)

(
岩
下
)

-

大

六

の

け

や

き

一

場
所
は
東
塩
田
小
学
校
の
北
側
。

幹
周
は
十
一
・
七
三
灯
、
樹
高
は
約
品

三
十
玉
川
あ
り
ま
す
。
樹
齢
は
推
定
一

で
八
百
j

千
年
。
根
元
に
大
六
天
が
一

ま
つ肥
ら
れ
て
い
る
た
め
、
昔
は
「
大
六
ん

天
の
け
や
き
」
と
も
い
い
ま
し
た
。
刊

現
在
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
一

住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

一

・
天
神
宮
の
け
や
き

場
所
は
岩
下
を
走
る
旧
道
の
北
側
。
一

け
や
き
は
、
天
神
宮
内
に
東
西
二
本
一

あ
り
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
東
側
一

の
け
や
き
が
五
位
に
な
り
ま
し
た
。

一

こ
れ
は
幹
周
十
・
八
灯
、
樹
高
は
約
ザ

十
二

灯。

上
田
市
に
現
存
す
る
け
や
一

き
の
中
で
は
最
古
の
も
の
と
考
え
ら
品

れ
、
市
指
定
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
一

ま
す
。

一

-公共下水道

供用開始区域が

広がリました
3

‘国
軍

加

可一

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
約

束
す
る
公
共
下
水
道
。

こ
の
供
用
開

始
区
域
(
平
成
元
年
度
)
が
、
七
月

一
日
付
け
で
次
ペ

ー
ジ
の
と
お
り
告

示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
新
た
に
告
示
さ
れ
た
面

積
は
二
四
・
四
出
。

こ
れ
に
よ
り
供

用
開
始
面
積
は
六
四
三
・
七
h
、
整

備
済
面
積
は
六
六
六
・
八

h
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
事
業
認
可
面
積

九
九
八
・
九
凶
に
対
し
て
、
六
六
・

八
%
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
塩
尻
地
区
の
公
共
下
水

道
の
整
備
に
向
け
て
、
管
渠
な
ら
び

に
各
ポ
ン
プ
場
の
建
設
な
ど
を
進
め

る
予
定
で
す
。

[6] 7 7 広報うえだ1.

布
設
工
事
に
ご
協
力
を

公
共
下
水
道
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、

今
年
度
は
主
に
、
常
入
、
上
川
原
柳

町
、
新
田
、
秋
和
、
上
塩
尻
地
区
で

の
公
共
下
水
道
管
布
設
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
工
事
に
伴
い
、
関
係
地

区
の
皆
様
に
は
通
行
止
め
な
ど
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
工
事
日
程
な
ど
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
ご
連

絡
し
ま
す

。

-
問
い
合
わ
せ
下
水
道
課

1
5
3
3
・
1
5
3
4
)

(
内
線



水生生物で

川の汚れを調べよう

水生生物による生物調査法の指標生物

市
内
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
河
川

が
あ
り
ま
す
。
皆
き
ん
は
、
そ
の
水

の
汚
れ
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
。

水
の
汚
れ
を
調
べ
る
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
や
さ
し
い
方
法
の

一
つ
と
し
て

水
生
生
物
(
水
の
中
に
住
む
生
き
も

の
)
を
調
べ
、
水
の
汚
れ
を
知
る
方

法
を
紹
介
し
ま
す
。

水
の
中
の
生
き
も
の
は
、
汚
れ
を

素
早
く
感
じ
と
っ
て
、
そ

こ
の
水
に

あ
っ
た
も
の
だ
け
が
住
む
よ
う
に
な

り
ま
す
。
水
生
生
物
に
は
、
き
れ
い

な
水
に
し
か
住
め
な
い
も
の
、
汚
れ

た
水
を
好
む
も
の
な
ど
が
い
る
か
ら

き

れ

い

少
しよ
ご

れ
て

い
る

イト、、 ズ誼R 、、一， 、、 ヲ開

k
z

二
て
ふ
、

当

C
#I
f

L

大
変
き
た
な
い

一一 ‘

.;'/I-I!句 ... w 
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で
す
。

こ
れ
ら
の
生
き
も
の
の
う
ち
、
代

表
的
な
も
の
(
こ
れ
を
「
指
標
生
物
」

と
い
う
)
を
水
の
汚
れ
に
よ
っ
て
分

類
す
る
と
、
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

川
の
生
き
も
の
を
調
べ
て
、
こ
の
分

類
と
比
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
水

の
汚
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

川
は
、
私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

台
所
か
ら
出
る
調
理
く
ず
や
食
べ
物

の
汁
な
ど
を
そ
の
ま
ま
流
き
な
い
な

ど、

川
を
大
切
に
す
る
心
を
持
ち
ま

し
ょ
、
っ
。

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
9
)

河川愛護月間です

きれいな川を

とり戻そう/

@ 

生
活
環
境
課
(
内

公共下水道供用開始区域図
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-.. 

食
事
は

ノミ

-フン

ス
よ
く

ー
貧
血
防
止
の
た
め
に

l

少
し
運
動
し
だ
だ
け
な
の
に
息
切

れ
が
す
る
、
ち
ょ
っ
と
し
だ
め
ま
い

を
感
じ
定
、
「
貧
血
か
し
ら
:
・
」
、
と

山
配
さ
れ
る
か
だ
が
い
ま
す
。
貧
血

は
、
血
渡
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
ガ
不

足
し
だ
状
態
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
、

赤
皿
球
の
中
に
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
で

赤
い
色
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

肺
で
取
り
入
れ
だ
酸
素
を
体
の
隅
々

ま
で
運
び
、
体
の
中
で
で
き
だ
炭
酸

ガ
ス
を
肺
に
運
ぶ
役
目
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
貧
血
に
つ
い
て
。

貧
血
の
症
状

マ
運
動
す
る
と
「
ど
う
き
」

れ
」
が
す
る

「
息
切

貧
血
に
な
る
と
、
少
な
い
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
で
た
く
さ
ん
の
酸
素
を
運
ば

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
血
液
の

流
れ
を
速
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
J

心
臓
は
速
く
打

ち
、
ど
う
き
と
し
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
酸
素

を
吸
い
込
も
う
と
し
て
息
切
れ
を
お

こ
し
ま
す
。

マ
気
づ
か
ず
に
進
行
す
る

貧
血
は
徐
々
に
進
行
す
る
の
で
、

「
多
少
調
子
が
悪
い
な
」
程
度
で
す

ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
も
の
で

す
。
疲
れ
や
す
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、

食
欲
が
な
い
、
頭
痛
が
す
る
な
ど
の

症
状
が
あ
る
人
は
、
一
度
医
師
に
診

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
で
一

ふ

は
、
男
性
で
は
血
液
一
∞
中
三
一
一

g
、
二

鱗

女
性
で
は
一
二

g
以
下
に
な
っ
た
と
一

jβ

+

d
艇

き
に
、
貧
血
と
い
わ
れ
ま
す
。
…

ぷ

貧
血
の
原
因

，

…

①
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
を
作
る
材
料
が
不
…

足
し
た
と
き

ヘ
モ
グ

ロ
ビ

ン
の
材
料
は
鉄
と
た
一

ん
ぱ
く
質
。
ど
れ
も
食
物
か
ら
と
ら
…

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
鉄
を
少
一

し
し
か
含
ま
な
い
食
品
に
偏
る
と
、
一

鉄
の
欠
乏
か
ら
貧
血
を
お
こ
し
ま
す
。
…

し
か
し
、
す
ぐ
に
貧
血
が
お
こ
っ
一

て
く
る
の
で
は
な
く
、
蓄
え
ら
れ
た
一

鉄
分
が
徐
々
に
な
く
な
り
、
蓄
え
が
…

な
く
な
っ
た
と
き
に
貧
血
と
し
て
あ
一

ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

一

②
ビ
タ
ミ
ン
が
不
足
し
た
と
き
…

鉄
と
た
ん
ぱ
く
質
を
赤
血
球
川
中
一

に
お
さ
め
る
の
に
、
ビ
タ
ミ
ン
口
山
と
一

葉
酸
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ふ
つ
つ
、
…

あ
ま
り
不
足
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
一

ん
が
、
胃
の
手
綱
な
ど
を
受
け
た
人
…

は
、
ビ
タ
ミ
ン

B
を
体
の
中
に
う
ま
一

ぐ
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
一

め
に
お
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
…

③
血
液
が
失
わ
れ
て
お
ニ
る
貧
血
…

痔
、
歯
そ
う
の
う
漏
、
胃
か
い
よ
一

う
な
ど
で
気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
出
…

血
で
も
、
長
い
期
間
出
血
が
続
け
ば
、
一

-市制70周年記念事業

蹴園祭。
23日に• 口

uつω
つム月

門

i，g'
 

毒
y
v
d
参
ヅ

，

a忌ア媛忽同議、

[8J 

救急車の出動要請場所

①房山交差点 花よし横

②原町上田信用金庫本庖横

③大手町 NTT上回電報電話局横

④松尾町 太陽神戸銀行横

⑤海野町琴光堂横

⑥大門町 旧上回交通側東駅前
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規制時間

口「・7月22日出
| 午後 6時30分一10時

)「一ーュ」一 ・7月23日(日)
ー---ー一一ーキーでp 午前10時一正午長野 IRト回IR

…ー白血 (海野町日曜広場のみ)



食
事
制
限
を
す
る
人
に
も
貧
血
が
あ

ら
わ
れ
ま
す
。
お
年
寄
り
で
入
れ
歯

の
ぐ
あ
い
や
胃
腸
の
調
子
が
悪
か
っ

た
り
、
運
動
不
足
な
ど
で
食
欲
が
な

か
っ
た
り
、
あ
っ
さ
り
し
た
食
事
ば

か
り
を
と
っ
た
り
、
も
注
音
山
。

貧
血
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
病

気
に
よ
り
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
う
ま
く

作
ら
れ
な
い
た
め
に
お
こ
る
貧
血
も

あ
り
ま
す
。

貧
血
を
お
事
』
し
や
す
い
人

貧
血
と
一
言
わ
れ
た
ら

健
康
診
断
な
ど
で
、
貧
血
と
言
わ

れ
た
ら
、
ま
ず
何
か
病
気
が
な
い
か

医
師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

や
は
り
、
ふ
だ
ん
か
ら
、
何
で
も

好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
習
慣
と
、
規

則
正
し
い
生
活
が
大
切
で
す
0

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課

線

1
3
7
6
)

踊
り
講
師
を
紹
介
。

(内
…

一
今
年
で
十
八
回
目
を
迎
え
る
「
上

…
田
わ
っ
し
ょ
い
」
は
、
七
月
二
十
九

…
日
出
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

…
参
加
す
る
各
連
は
、
今
か
ら
練
習

を
積
ん
で
本
番
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

上
国
民
踊
連
合
会
の
会
員
の
皆
さ
ん

が
踊
り
の
指
導
を
し
ま
す
の
で
、
踊

り
の
講
師
が
必
要
な
連
は
観
光
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
観
光
課
(
内
線

1

4
2
2
)
 

上
田
わ
っ
し
ょ
い

第
は
は
回参
議
院
議
員
通
常
選
拳

投
票
日
7
月
お
日
(
公
示
日
7
月
5
日
)

募集
募集
募集
募集
議案
議選
議冬
募集
募集
募集
募集
深
深
募集
議案
募集
診察
議定
募集
議案
募集
深
沢
議寒
波
募集
深
深
募集
浜
募集
募集
議象
深
募集
議業
務冬
募集
募集
深
濃象
深
募集
勢寒
波
議案
深
募集
募集
募集
決
議集
議集
深
募集
凝
議薬
務冬
彦冬
募集
議案
派
議寒
波、{O

妊
婦
、
乳
幼
児
、
学
童
な
ど
大
き

く
成
長
す
る
時
期
に
は
、
食
事
か
ら

と
る
鉄
分
が
不
足
し
ま
す
。
若
い
女

性
で
は
、
月
経
に
よ
っ
て
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
を
失
い
ま
す
の
で
、
貧
血
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
肥
満
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、

|貌|のlコ1-1ナI-i⑧l
障害者を扶養しているかたの

障害者控除
障害者のかたに対して、住民税の税負担が軽減

される ようになっていますが、障害者である配偶

者や親族を扶養している人についても、障害者控

除が受けられるようになっています。

配偶者や親族が障害者に該当するかどうかは、

前年12月31日の現況(前年中途で死亡した場合は

死亡時の現況)が、次の状態にあるかで判定され

ます。

b 心身喪失の状況にある(特別障害者控除に該当)

[>精神薄弱者と認定きれている(療育手帳等級A

は特別障害者控除に該当)

[>身体障害者手帳の交付を受けている

は特別障害者控除に該当)

じ>戦傷病者手帳の交付を受けている(特別項症か

ら第 3項症までは特別障害者控除に該当)

b寝たきり老人として福祉事務所長の認定を受け

ている(特別障害者控除に該当)

2級

障害者控除を受けるには-一

①給与所得者は年末調整時に扶養控除等申告書

に、②確定申告や住民税の申告をする必要のある

人は申告書の扶養親族欄に、それぞれ「障害者で

ある」旨を記載するとともに、手帳、認定証など

を提示してください。

控除 円)

平成元年度 平成 2 年度
扶養している配偶者・

障害 障害扶養 扶養
親族|人につき 者控 合計 者控 合計

控除 除 控除 f余

@ 障害者に該当 28万 24万 52万 30万 26万 56万

@ 特別障害者に該当 28万 26万 54万 30万 28万 58万

。上記@と同居の状
36万 26万 62万 51万 28万 79万

況にある場合

(単位額

③・ 配偶者が障害者の場合、上記の他に配偶者特別控除額

が加算されます。

・平成 2年度において障害者が特定扶養親族(16歳ー22

歳)に該当する場合は、扶養控除額は35万円です。

-平成 2年度からは老人配偶者控除、老人扶養控除、同居

老親等扶養控除に重ねて障害者控除が受けられます 0

・問い合わせ 市民税課(内線1281)

7 7 広報うえだ1.[9] 



f三ベ 士
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PJおfS勾
」民主主 /、 」て ノ、、 集方必然

ち長よ占ふ会五
!i (-‘鈎ォイ勾手
L ぶ芸宇川ょのノ、、
久々叫が 、
吉様 、L2:"レ
手 、 ;t ィ字、 / 
o ，;: L ;: ，1¥" 
EfSぞ82jl
句、手 A 下き;
句、会.:;~ 811 
三うす 白 1iぷ、

ミ PFr5
Xj九塾、ぺ

oど芦会f
J?均 二ご 2B
目川?ミナ

九母

~J 
みごとな手さばき

長野県美容技術選手権大会が先月19日、

市民会館で聞かれま した。カッ トブロー

や花嫁着付(=写真)などの4競技に約110

人が参加。全国大会予選会も兼ねる競技

もあり、選手の表情は真剣そのもの。規

定の25分が瞬く聞に過ぎていきました。

生
涯
、
野
球
を
楽
し
も
う
1

第
一
回
全

日
本
生
涯
野
球
大
会
が
、
六
月
十
七
・
十

八
日
の
両
日
、
市
内
十
四
か
所
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
四
十
代
か
ら
八
十

代
ま
で
、
六
十
チ
ー
ム
の
約
千
人
が
参
加
。

若
さ
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

国際女子バレーボール

野球を楽しく生涯、

「まだまだ、障害者に対するほんと

うの理解が少ないのでは・一」。先月18

日、県身体障害者福祉大会が市民会

館で開催され、ねむの木学園の宮城

まり子さんが講演しました。独特の

語り口が聴衆を引きつけました。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

治
時
の
寄
/

判、ー

ミ
/
J
リ
，
口
と

¥

モ
ア

同

宮
城
ま
り
子
さ
ん
が
講
演

[10】7 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ

匿

名

一

万

円

社

会

福

祉

基
金

積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

こ

い

の

ぼ

り

社

会

福

祉

施
設
へ

マ
市
川
清
衛
様
(
岡
)
ピ
ッ
チ
ン

グ・

マ
シ
ー

ン
一
台
第
六
中
学
校
へ

マ
例
日
本
体
育
施
設
協
会
様
一
輪

車
十
台

北
小
学
校
へ

マ
塩
原
き
よ
の
様
(
望
月
町
)

点

字
図
書
三
冊

点
字
図
書
館
へ

マ
土
屋
一
雄
様
(
小
泉
)
千
十
六

円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ

み

ど

り

の

会

様

五

万

円

社

会

福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
神
科
村
誌
刊
行
会
様
図
書
百
六

十
四
冊
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
二
個
上

野
が
丘
公
民
館
へ

マ
久
保
田
晃
様
(
森
)
二
千
七
百

円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
南
雲
本
吉
様
(
染
屋
)

二

千

二

百
四
十
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
ホ
テ
ル
上
回
温
泉
、
山
洋
電
機
掛

生

産

技

術

部

様

五

万

円

社

会

福

祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
匿
名

エ
レ
ク
ト

l
ン

一
台

辺
町
児
童
セ
ン
タ
ー

へ

ア広報うえだ1.
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ち
ゃ
ん
と
守
り
ま
す

昭和大恐慌と

旧浦里村の更生運動

4主ひ

交通ルール守ります一一一先月15日、小泉

保育園で交通安全教室が聞かれました。横

断歩道の渡り方をミニ信号機を使って練習。

園児(約30人)のおかあさんやおばあきん

も参加し、楽しく学びました。

企
浦
野
川
の
改
修
工
事
が
完
成
し
た
時

の
記
念
写
真
(
昭
和

6
年
・
仁
古
田
)

‘
現
在
、
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で

13¥ 
t皆 川町 世 叫山 一一

10月まで毎月 1回聞かれている海野町日

曜広場。 6月は 「夏先取り縁日」と題して、

6月18日に聞かれました。子どもに人気の

金魚、すくい、将棋大会、飲み物のサービス

などがあり、買い物客らでにぎわいました。

お話

横山勇司さん
(78歳・仁古田)

国
民
健
康
保
険
が

県
下
で
初
め
て
誕
生

昭
和
五
年
に
始
ま
っ
た
昭
和
大
恐

慌
は
、
ま
ゆ
価
格
を
暴
落
さ
せ
、
養

蚕
業
が
盛
ん
だ
っ
た
旧
浦
里
村
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
村
で
は
宮

下
周
村
長
を
先
頭
に
農
村
不
況
を

打
開
す
る
た
め
の
「
浦
里
村
更
生
運

動
」
を
昭
和
七
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

危
隠
で
す
/

千
曲
川
な
ど
、
増
水
し
た

と
き
は
、
絶
対
行
か
な
い
。

ふ
だ
ん
で
も
大
人
が
付
き

添
っ
て
。× 

当
時
、
私
は
村
役
場
に
勤
め
て
お
り
、

全
村
民
が
一
致
協
力
し
て
進
め
た
更

生
運
動
に
か
か
わ
っ
た
ん
で
す
。
県

会
議
員
を
兼
務
し
て
い
た
宮
下
村
長

は
、
県
内
の
動
き
が
よ
く
わ
か
り

新
し
い
事
業
を
他
町
村
に
先
が
け
て

取
り
入
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
県
下
で
初
め
て
の

国
民
健
康
保
険
組
合
の
設
立
(
昭
和

十
四
年
)
、
農
事
実
行
組
合
の
組
織
強

化
、
浦
野
川
の
改
修
工
事
な
ど
で
す
。
的

特
に
、
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
一
え

造
っ
た
塩
ノ
入
池
(
現
・
青
木
村
当
額

郷

)

は

大

工

事

で

し

た

。

広

※
昔
の
写
真
は
、
宮
下
弘
さ
ん
(
越

戸
)
の
提
供
で
す
。
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市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
η
)
4
1
0
0

-

部 1
落 (L
差面
市別

民李
大紘
一く
汀す
動

部
落
差
別
の
撤
廃
を
願
い
、
第
十

四
回
「
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大

行
動
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
差
別

の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
と
き
七
月
十
九
日
制
午
後
一

時

三

十

分

マ

と

こ

ろ

市

民

会

館

昨
年
の
市
民
大
行
動
か
ら

ド
老
齢
福
祉
・
障
害
基
礎
年
金

申
立
書
、
現
況
届
の

提

出

を

-
申
立
書
、
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
の
あ
る

人
に
「
公
的
年
金
受
給
状
況
等
申
立

書
」
と
い
う
往
復
は
が
き
を
七
月

一

日
付
け
で
送
り
ま
し
た
。
必
要
事
項

を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
七
月
二
十

日
制
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金

(
旧
障
害
福
祉
年

金
・
二
十
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
)
の
受
給
権
の
あ
る
人
は
、

今
年
か
ら
直
接
市
の
窓
口
へ
「
国
民

年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
三
十
一
日
明
ま
で
に
提
出
を
。

な
お
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
い

と
、
年
金
の
受
け
取
り
に
支
障
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
公
的
年
金
を
受
給
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ら

市
役
所
ま
た
は
各
支
所
で
、
受
給

し
た
旨
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

老
齢
福
祉
年
金
や
障
害
基
礎
年
金

(
旧
障
害
福
祉
年
金
な
ど
)
は
、

他

制
度
の
年
金
を
受
給
す
る
よ
う
に
な

っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
年
金
が
、
本
人

の
負
担
な
し
に
国
の
税
金
で
賄
わ
れ

て
い
る
た
め
で
す
(
支
給
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
)。

マ
問
い
合
わ
せ

線

1
3
6
5
)

国
保
年
金
課

(内

図
書
館
の
電
算
化

新
し
い
貸
出
券
を

発

行

し

ま

す

図
書
館
業
務
の

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
化

に
伴
い
、
現
在
の
「
図
書
貸
出
券
」

は
十
月
二
十
八
日
(
予
定
)
以
降
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
新
し
い
「
図
書
貸

出
券
」
を
発
行
し
ま
す
。
七
月
十
八

日
制
よ
り
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
現
在
使

っ
て
い
る
貸
出
券

(
三
枚
)
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

(新

規
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
)。

な
お
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
稼
動
開
始

の
時
期
に
な
る
と
、
受
付
業
務
が
混

雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
図
書
館

(宮
⑫

0

8
8
0
)
 

マ
と
き
七
月
二
十
八
日
幽
午
前

「
サ
マ

ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
」
(市
川
八
時
四
十
五
分

l
午

後

三

時

マ

と

町
村
振
興
宝
く
じ
)
の
予
約
申
し
込
川
ニ
ろ
上
田
保
健
所

(合
同
庁
舎
)

み
が
、

七
月
十
七
日
円
か
ら
始
ま
り

ハ

マ

対

象

お

お

む

ね
六
十
歳
未
満

ま
す
。

山
マ
内

容

①

健

康

度

測
定
(
検
尿
、

賞
金
は
、
一
等
六
千
万
円

(
百
六

~
血
液

・
眼
底
検
査
、

心
電
図
、

血
圧

十
五
本
)
で
、

前
後
賞
を
合
わ
せ
る

〈
測
定
な
ど
)
②
休
養
診
断
、
栄
養
診

と
九
千
万
円
で
す
。
さ
ら
に
、
デ
ラ

い
断
③
個
人
相
談

な

ど

マ

定

員

二

ツ
ク
ス

・レ

ジ
ャ

ー
賞
一
千
万
円
(千

~
十
人

マ

料

金

四
千
六
百
二
十
円

三
百
二
十
本
)
の
特
別
賞
も
あ
り
ま

(
マ
申
し
込
み

七
月
二
十

一
日
働
ま

す
。

い
で
に
上
田
保
健
所
(
包

@
1
2
6
0

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
九
内
線

2
3
5
)
へ

村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ

、

電
子
工
業
巡
回

街
づ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
詳

〉

パ
ス
の
ご
利
用
を

し
く
は
、
七
月
十
七
日
明
の
新
聞
(朝
九

刊
)
紙
上
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

川

県

で
は
、
精
密
工
業
試
験
場
(
阿

国
市
の
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
一
…

谷
市
)
に
巡
回
パ
ス
を
配
置
し
て
、

園

長

野

県

信

用

組

合

一
…
遠
隔
地
の
企
業
へ

出
向
き
計
測
器
類

-
U
F
!引
U
U
U
2
0
一一

の
校
正
試
験
や
関
連
相
談
を
行
っ
て

戸
ーは
日
目
茂
晴
四
白
川

τい
ま
す

長
野
県
信
用
組
合
上
田
原
支
屈

が

川

希

望
す
る
電
機
・
電
子
関
連
事
業

次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
市
の
…
所
は
、
上
小
地
方
事
務
所
商
工
課
(
宮

収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
、
公
金

~
@
1
2
6
0
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

の
取
り
扱
い
を
行
い
ま
す
。
ご
利
用

〈
い
。

く
だ
さ
い
。

山

マ
開
設
日
七
月
三
日
間
マ
所
川

在
地
上
田
市
大
字
上
田
原
五

O
六
川

1

二
七、

包
⑧

7
7
5
5

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
ボ

宝
く
じ
の
発
売

上
田
保
健
所

健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

【12)7 7 広報うえだ1.



撤
去
し
ま
す放
置
自
転
車

交
通
対
策
課
で
は
、
J
R
上
田
駅

周
辺
に
長
期
間
放
置
き
れ
て
い
る
自

転
車
を
、
次
の
日
程
で
撤
去
し
ま
す
。

心
当
た
り
の
か
た
は
、
至
急
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
第
一
回
警
告
日

7
月
日
日
附

マ
第
二
回
警
告
日

7
月
初
日
附

マ
自
転
車
撤
去
日

7
月
幻
日
偏

な
お
、
自
転
車
に
は
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
必
ず
施

錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

亙，_

/戸『

-
問
い
合
わ
せ

線

1
5
5
2
)

交
通
対
策
課
(
内

昨ヰ里丘弓最
年… J ロ

11 
月
の
撤
去
風
主主
巧王

上
田
駅
前

-長野県食品衛生推進大会

[>とき 7月13日休) [>ところ 市民会館 b 

内容①食品衛生推進ノぐレード(午前11時~正午、

J R上田駅から市民会館まで)②式典、表彰式(午

後 1時-2時)③食品衛生シンポジウム(午後 2

時-4時)④ふるさと食文化展(午前10時~午後

4時、下記の「再発見フードピア上田」 と併催)

⑤食品衛生相談(正午~午後 4時) [>主催 長

野県食品衛生協会、長野県

在
宅
介
護
フ
工
戸
を

開

催

し

ま

す

県
な
ど
の
主
催
で
次
に
よ
り
聞
か

れ
ま
す
。

マ
と
き
七
月
八
日
出
、
九
日
制

午
前
十
時

1
午
後
七
時
マ
と
ニ
ろ

上
田
西
武
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
三
階
)

マ
内
容
各
種
介
護
用
品
・
福
祉
機

器
の
展
示
、
介
護
の
実
技
と
相
談
、

手
作
り
介
護
用
品
の
コ
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[>とき 7月13日(ポ)午前10時~午後4時 bと

ころ 市民会館前駐車場 b内容 市内で製造さ

れている優れた食製品を一堂に展示。 即売、試食、

試飲コーナーもあります。上小地方の特産品や郷

土料理の展示も。[>主催 上田商工会議所

園祭

[>とき 7月22日(土)、 23日(日) [>ところ 市内

目抜き通り(交通規制図は 8ページをご覧くださ

い) [>主催 自治会連合会
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催
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催
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講
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